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オｰストラリアの地質鉱床研究機関

オｰストラリアには地質鉱床を探査研究する部門とし

てB.M.R.〔BureauofMinera1Resources,Geo1ogyand

GeoPhysics(鉱物資源地質地球物理局)〕とGS.〔Geo1ogica1

Su岬･y(地質調査所)〕とカミある.前者はオｰストラリア

連邦政府に属し後者は各州政府に属しておりこの両

者間の相異はこの両者の創立の歴史に関連しておのず

から異なっている.そして前者は連邦政府の所在地

キャンベラ市後者は各州政府所在地のシドニｰ(ニ

ュｰサウスウェｰルズ州)メノレボノレン(ビクトリア州)

ブリスベｰン(クイｰンズランド州)パｰス(酉オｰ

ストラリア州)アデレｰド(南オｰストラリア州)

ホバｰト(タスマニア州)およびポｰトモレスビｰ(パ

プアニュｰギニア海外領土州)にある.

これらの地質鉱物資源探査研究のための部局はオｰ

ストラリアの英国による植民政策にはじまり今日にお

よんでいる･さてオｰストラリア大陸の発見は有

名たジェｰムスタック船長により

1770年ボタニｰ湾に上陸したの

にはじまる.2年前オｰスト

ラリア植民の200年を祝してオ

ｰストラリア連邦の元首であると開発省

織省BμR

ころの英国女王エリザベスを迎｡_]

え盛大な200年祭を行なった.

現在キャンベラ市にはグリフィ

ストラリア最大といわれるジェ

ット式噴水だと数多くの記念建

造物があり国内および外国から

の観光客の目をたの一しませている.

高島溝

当初はイギリス本国からの流刑植民地という政策に

はじまったため権力による囚人酷使による代償たき労

働力の搾取たどにより生産コストは安くそのため

植民による産業開発の実績は上昇していったが一方

搾取されている囚人その他むくわれたい一般下層

階級の人々は悲哀えん根絶望という非人間的環境

の中で消えていった.

1851年ゴｰノレドラッシュがくるまでの人口は約40

万人この中で上述の流刑者は約4割にもおよんで

いるといわれる.

この年メノレボルン付近で砂金が発見されユ0年間に

1億560万ポンド次の10年間に8,160万ポンドと大量

の砂金が採取されたためアメリカのカリボルニア州の

ゴｰルドラッシュにあふれた探鉱業者ヨｰロッパア

ジアから多数の移民があった.1860年には114万

人におよぶ人口の増加があったと記録されているI
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ブルｰマウンテン山脈の西方広

大た大陸平坦地の発見は1823年

グレゴリｰブラックスラントら3

人によるものでこの発見以後

オｰストラリアの牧羊小麦と

いう産業開発の緒となっている.

B.M.R.の遠望�
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ニュｰサウスウェｰノレズ州地質調査所機構図

鉱山省(焔W℃.Fil｡)

目

次官

1869年2月5目J.D眺s0N等によりモリァガルで発見された世界最

大の沖積ナゲット(金塊)重量2,520トロイオンス価格75,125オｰ

ストラリアドノレ(約2,630万円)
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事務次官補

もっともこれらのゴｰノレドラッシュ以前1797年

BAssによりシドニｰ堆積盆地に賦存する石炭層を発

見これを記録しているしまたSmRTにより1828年

からニュｰサウスウエｰノレズ州の地質調査が行たわれ

最初の地質図が作成されている.

ゴｰノレドラッシュの拡大のまえに18近4～45年にわた

ってブロｰクンヒノレ周辺の岩石鉱物を採取したとも

報告されているが世界的有名たブロｰクンヒル銀鉛

亜鉛鉱床の発見は1883年で当時の地質調査だけでは

未だ鉛亜鉛鉱床の探鉱までは十分に行たわれたか

ったように考えられる.

D^C'閉`E1岬鉱会'盗､把

地費冊杉山

地球物瑚;名分高十

製r､一i｡名著税録録

その他3閉保務
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1839年STRzEL醐IがWe1hngton近くで金鉱床を発

見1845年MURc亘Is0Nが金をはじめとする鉱床探査を
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はじめることを推進している.

この当時の有名たR.W.G.CL蛆Kは1841年にニ

ュｰサウスウェｰノレズ州内を旅行し多くの試料を収集

して州政府の立場から州内の鉱物資源の調査を行な

い州政府の正式の報告を行なっている.またST咋

｡醐URYは州政府の正式顧間地質学者として1950年に

オｰストラリアに来訪している.このSTUc亙BURYは

前のSTRz肌EcKIとCLム｡Kにより設置された州地

質調査所の推進を行ない1855年彼により最初の正

1850年代ゴｰルドラ

ッシュにより砂金地帯

に金を探鉱にでかける

移民の別当時はヨｰ

ロッパ人にまじって

.蟻灘誰滋灘

ったともいわれる写

真の場所はメルボル

ン郊外フレミントン

付近といわれる�
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1薄素手立

11剣11橿鶉製附記録諜葦÷1

腕長碧

地搬質部一睡璽璽

南オｰストラリア鉱山局機構図

古生物課

クイｰンズランド地質調査所機構図

(1970年)

クイｰンズランド

地質専門官10名

地質調査所⑱特別研究官12名

J･T^Voodスカラシップ学卒5名

西オｰストラリア地質調査所機構図

鉱山局

目

西オｰストラリア地質調査所

����慣�潤

(1969年)

専門官49名

言己録官7名

その他13名

地域地質部堆積都水理牟よび

総鉱地石花古土石地方事務所土木地質部

務庁麓魏粉生亜炭｡乱㎞､､

質質学物質一･t･･

課課課課課課課課r〔技地地古岩

床地鉱術球球生

一一{納二1課課･∵fll

式の地質調査活動が行たわれている.この

ニュｰサウスウェｰルズ州の地質調査所は1875

年に鉱山局に再編入され現在に至っているのカミその

生い立ちである.

ン

地
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課

国防貿易だと各州共通の問題カミ多く放ってきたこと

から1901年1月1目を期してオｰストラリア連邦を独

以上のように各州の地質調査所はいずれも鉱山局の

明治初期の様相と類似している.そしてこれら各州

の地質活動鉱物資源探査活動はその時代の鉱業政策

の指向する方向にむかって行なわれている.

.このようた中にあって当時英本国から独立したアメ

リカ合衆国カミ連邦の制度をとり､しだいに新興国として

の実績をあげてきたことも一つの刺激となり移民

1850年代のゴｰルドラッシュ当時の砂金採取状況(G.F.AUGムs

による絵画から)�
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立させた.

当初の連邦行攻は各州から権限を移譲された国防

貿易外交関税消費税金融産業助成などオｰス

トラリア全体に関する事項で残りは各州独自の政策と

して残され中央集権と地方分権の両面をもっているの

がオｰストラリア連邦政治の特色である.

したがって当初は資源開発などに関する地質調査部

門は連邦政府の中に存在したかった.

歴史的にみると1927年Dr.W.G.Wo0LN0UGEが

初めて連邦政府の地質調査役(C･mmnw･･1thG･･1･gi･･1

Ad平i…)に任命され石油鉄の調査をはじめたのが緒

で1934年NA.S.(北部オｰストラリア調査法)法を設立

連邦政府直轄の北部オｰストラリアの空中地質物理探査

(んG.GS.NA)を実施するための機構を設立した.

1940年に入ると初代のB･M･R･所長と改ったDL

H･G･RAG眺TTが連邦政府の副調査役に任命され翌年

正式の調査役になっている.彼は当時の第2次世界

大戦初期の軍需態勢の下で鉱物資源開発調査のための

組織造りを行ない新しく鉱物資源調査所を設立この

中に連邦政府調査役A･G'G･SNA･のスタッフ政府

地質官北部直轄領およびニュｰギニアの政府地質官を

総括して現在のB.M.R｡の基礎をつくっている.

1944年Dr.R蝸G蛆を議長とする諮問機構(A↓

viseryPane1)がつくられ鉱物資源の調査開発の推進

力となっている.そして1945年当初から石油探査地

蟻蟻

､謝1潔

璃綬滋鋒

1850年当時酉オｰストラリアのカルグｰリｰ付哲で金鉱開発に集まっ

た山師の小屋現在ゴｰルドラッシュにより栄えたクルカルデｰ

の街のほかゴｰストタウンも多くみられるがその一部は再度のニッ

ケノレラッシュにより息をふきかえしつつある

ニュｰサウスウェｰルズ州ロバｰル鉱山付近に残されている当時

(1870年頃)建てられた探鉱家のための宿舎

1927年議事堂開会式の風景

連邦政府首都キャンベラの議事堂

1972年現在の議事堂�
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B.M.R.の組織
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{1970年)

地質都

�

堆

積

盆

地

課

地

質

サ

ピ

ス

課

鉱

床

課

鉱物資源部

鉱

山

技

術

課

鉱

物

経

済

課

石

油

技

術'

課

石油探査部

�

l11時

1;;別

1■1探

11■査

��

111区

111域

課課課別

〉浸

･石油探鉱助成分

法にもとずく')

補助金審査

･堆積盆地調査

地球物理部

金

属

鉱

床

課

地

域

探

査

観

測

お

よ

び

技

術

課

堆

積

盆

地

課

管琴部

広

報

課

全

課一

庶

務

課

B.M.R.と日本地質専門家との会議後のパｰテｰで

対論しているDr.N.H.FIs肥R

質地球物理探査鉱物資源調査などの部門を加えて組

織造りが行たわれ1946年6月これらの機構を中核と

して連邦政府の一般サｰビス機関としてスタッフ

48名(地質17名地球物理24名石油探査その他7名)

の機構が創立6ヵ月後7名の鉱山技術者を加えて

初めて現在の呼称であるB.M.R.(Bu…u･fMin…1

Resources,Geo1ogyandGeophysicsの略でB.M.R.G.G.を

短絡したものである.)と名付けられた.

当時このDr-H.G.RAG鮎TTはMr.P-B.NYE

Mr.J.M.RAYNERと共にこのB.M,R.発展のための

努力が行たわれD･･旺G･RAGG畑が次官昇格後は

Mr.J.M.RAYNERが所長と肢り･2年前現所長Dr.

N.H.FIsEERに引っがれるまで大きな努力がはらわ

れている.昨年B.M.R.創立25周年記念の行事がキ

ャンベラで行なわれ盛大であった.

現在のBM･R山は専門官3(〕8名を含む合計627名の

スタッフよりなり大型の地質鉱物資源調査地質鉱物

に関する諾研究などが行なわれているが日本と異た

る点は若干行政色が強く連邦政府の開発省その他に

対して行政的指針を与えるための鉱産物統計だとの解

析鉱物資源開発動向次どについての基礎的デｰタを提

供開発省の一部局としても欠きた力となっている.

キャンベラ市にある連邦政府機関

の建物の一部黒色の建物に開発

省があり左に内務省右側に海

外領土省その他が集中している�
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1971年度予算は約1,780万ドノレ(この中1,030万ドル

は石油探鉱調査費で後述の石油探査補助法により出される探

鉱費の大部分である).であり1971年1月1日現在で

活動中の専門官は308名であったと報告されている.

B･M･R･の現在の所長DLN.H.FIs肥Rは地質部長

から一昨年所長に昇格日本にも数回訪れたことのあ

る古武士然とした温厚篤実た学者であり昨年の太平洋

学術会議において地質部門の幹事役をつとめている.

B･M.R.のマｰクのある物理探査(地震)

のための作業用トラック

B.M.R.の弾性波測定のための作業車

オｰストラリア中央部の地質調査を艇畿簸近中央泳一ス

トラリアのアマデウス盆地の地質図豪完成した遣.賊､鼠｡

のDr.F0R岨N右は筆者

鰻破の瞬間

8.M.艮.に所蔵されているTτilobitesの標本

19工1年当時のキャンベラ�
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1912年に世界各国の建築家から応募された137編の都

市設計図の中からシカゴの建築家ウォｰルタｰバ

ｰレｰグリフィン氏のものが1位に選ばれた.同氏

の構想は中央にモロングロｰ川の水をせきとめて一

大人造湖をつくりその南部はキャピタノレ丘を中心に

政府機関の所在地とし北部はシテｰ丘を中心として･

学校病院など市風生活と直接関係の深い公共の建設

物を設け官私の機能を二分にするのが根本的た設計

理念であったといわれる.

現在この人造湖は設計者の名を記念としてとりハ

ｰレｰグリフィン湖と呼ばれているがこの人造湖の起

工は同氏の死後30年にはじめたといわれ完成はいま

より10年前であった.

そして周囲32しm3,000万皿3の水をたたえる大人

造湖は折からの豪雨で数目にして満水にたったとも

伝えられている.キャンベラは人造湖のほとりの

原住民アボリジンの言語で“二つの胸"という意味の

ブラック山とアインスリ山との間から湖水を渡ってレ

ッド丘の周辺に広がり現在の市の総人口は約13万とさ

れている.

B.M.R.の新しい庁舎は湖をはさんで国会議事堂の

対湖岸に近いところにあり.戦争記念館と結ぶ線のほ

ぼ中央にある.戦争記念館には有名な旧日本海軍の

特殊潜航艇かかざられているがこの記念館から議

事堂にむかう線の方向にアンザック通りがのびており

人工都市(公園的)の美観の中にB･M･R･の5階建ビ

ルが対称的な形でたてられた供給省の建物とアンザヅ

ク通りをはさんでながめられる.

B.M.R1の建物の5階の湖水に面した一隅に所長室が

ありここからは湖水中に浮ぶヨット300フィｰトの

ジェット噴水国立図書館および国会議事堂などの美

しい風景が望まれている.

5階は所長室の他に鉱床部長室企画官室だとB.

M.R.の管理計画だと中枢部門が配置され4階はこれ

に関連する庶務広報出版だとの部門3階は地質部

蓬馨婁

左上

B,M,R.の玄関わきの展示ルｰムにおける

日本企業体の専門家

右上

目豪共同の技術検討会上でウラン鉱床の

成因についての報告カミ行なわれている

左

キャンベラの観光地の1つにたっている

有名な戦争記念館のそぱにおかれている旧

日本海軍の特殊潜航艇2名の乗組員によ

り操作され2本の魚雷がつまれている.

当時の記録では3隻でシドニｰ港が攻

撃されたという

人物は渡辺武男秋岡大学学長�
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門2階は図書資料会議室ユ階は物理探査部とい

うように配置されている.

B.MR.の運営のための定例会議は毎週月曜目に行な

われており現在は所長ケネデｰ企画官を中心に機構

改革のための立案が練られている.

B.M.R.の地質図作成たらびに出版物関係については

現在エカフェ職員沢田秀穂氏により詳しく紹介(地

質ニュｰスNo.165)されているのでこれを参考とさ｡

れるよう願いたい.ここではその中でオｰストラリ

ア全体の地質鉱物資源の概要を把握するための必読書

として下記の出版物を奨めたいと思う.

1)TheGeologyoftheCo㎜monwea1thofAustra1ia

���到����

㈩周敇�����癯�瑩潮潦��牡�����

Zea1and(D.A,BR0wN,K.S.W.Cム皿p醐LL,K.A.

��〰���

㌩��牡�慮��牡��畳�礻周敍楮敲�

Deposits(I.R.McL砒D)ユ965

�

�

�

�牡�晁畳��楡���������

��

Atraso壬Austra1ianResources;Minera1Deposits1965,

��牡�慮��牡��畳�礻

��

上記のほかB.MR｡ではBu11etins(報告)Reports

(速報)Records(資料)の区分によりB.M.R､の業

務研究の成果たどについて発表あるいは報告がなさ

れている.

RecOrdsは普通未公開であるが地質鉱物鉱床の

研究に従事する人々のために出来るだけ利用させるた一

め限定版として青焼きタイプ印刷により公表されて

いるそのリストは別に公開資料速報としてB.M.R.よ

り関係者に公表されている.

毎年の“鉱業の趨勢"は上記の“Austra1ianMine･a1

Jndustry"により発表されているがまだRM.R.の活

動を示す図表として“Pictoria1Index"がある.

この中にはオｰストラリア国内で活躍しているB.

M.R.研究者の成果の累積が図上で示されておりオｰ

ストラリアで探鉱活動を行なう各方面の資料を索引する

のに非常に便利である.たとえば一部は1/･o石地域

地質図カミ作成されているが基礎地域地質図(図幅)は

1/･･万がオｰストラリア全域について作成されつつあ

り各州の地質図域とを合わせるとオｰストラリア全

域のほぼ70%以上カミカバｰされている.その大部分は

写真地質図をべ一スとしてこれを修正調査を行なって

いる.

その他各州の地質調査所の活動があり州によっては

B･M･R･の活動と共同して調査を行なっている.

その他の研究機関としてオｰストラリアには

原子力委員会の研究所･…･…･…･･LucasHeights

鉱物開発試験所(AMDEL)一･…･………Ade1aide

B.B.(BaasBrea良ing)地質生物研究所…Canberra

連邦科学工業研究所(C.S.I.R.O.)一一･…Me1borune

���

健牴�

��敲牡

国立石炭助成委員会…

大学付属研究所………

.､C.S.I.R.O.の所在地

･･各州の首都

B.M,R.出版物の一部色別けにより分類されている.

報告濃青色速報淡緑色年報オレンジ色

'般白色

だとカミある.

オｰストラリアは国内鉱物資源開発一

の推進のために法律に基づき年々多

額の補助金を出している.

その主要たものは石油探査補助法

(1959～69)で政府関係および民間

企業の基礎的探査に対して30%～50%

の補助金を出しており1970年度の補

助金の総額は1,123万ドノレ(約40億

円)に達している.

また金については金鉱業援助法

(1954～1968)にもとづき年間約

300万ドノレ(約10億円)の補助給付金�
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が支出されている.これら以外に戦後目本でも実施

されたように肥料原料鉱物たらびに肥料生産者に対し

法律にもとづき多額の補助金が出されていることも

興味深い.これらの政府援助資金中石油探査援助法

にもとづく資金の大半はB.M.R.の探査活動として出

されている.

各州の鉱業助成活動は探査活動に必要た基礎的調査

調査用器具の貸与鉱石処理たらびに運搬器械の貸与

探査のための財政的援助などを与えているが一方面オ

ｰストラリア州政府のように内陸部で探査活動を行な

う探鉱家に対して週15～17.5ドル(4,250～5,000円)

の資金を援助するというようた方法をとっているとこ

ろもある.

これらの直接的探査ならびに補助政策と共に鉱石処

理加工技術ならびにこれらのための基礎的研究業務

はB.M.R.および大学の研究その他で行たわれている

がこの中で上述の研究機関の表で示したようにC.S.I.

R.O.とA.M.D.E工.とが有名である.

C.S.I.RO.はB.M.R.から一歩進んで探鉱から処理

加工利用方法の研究ならびにこれにともたう基礎研究

を行なう政府機関であるが後者は連邦政府南オｰス

トラリア州政府鉱業界からの委員により管理される財

団法人でC･SJ･R･O･よりさらに民間企業に密着した活

動を行なっている.

鉱業界は58の会社会員からたるオｰストラリア鉱

業協会(Austra1ianMine工a1Indust･yAssociation)を

1959年に発足させている.この組織は海外との機関

とも関連をもっているカミ政府委員と共にA･M･D･E工･

の運営に強い指導権をもちA･M･D･E･L･の活動のため

の助政的援助を行たっている.1970年における支出は

A.M.D.E工.の新しいビルの建設資金の一部として5万

ドノレ直接研究費として約30万ドルとなっている.

A.M.D.E.L.に対するA.C.I.RL(オｰストラリア石

炭鉱業研究所)は1970年度政府補助金4万ドルと約80

万ドルの支出により運営されている.

最後にオｰストラリアの鉱業生産の著しい伸びに

対してどの程度の出費と活動を行だったかを示すと

次の通りとなっている一(1969～1970年)

��鉱物探査��石油探査�

�支出�労働力�試錐坑道の��

���伸び�本出�井戸延長

��〰〉��〰��〰〉��〰��〰　

�.ドル�人週�フイｰト�ドル�フイｰト

民間企業�118,094�220.5�11,066�69,226�一

政府�6,704�37.4�311�17,941�一

'一■一�■■■�■'■'�1■�…一�

合計�124,798�257.9�11,377�87,167�1,335,724

�㌳���

(筆者は鉱床部)

オｰストラリア最大の銅鉱

山Mt.Isa現在の生産

計画は年間銅量15万トン

(ほぼ日本国内の鉱山から

の産鋼量に匹敵する)�


